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論文審査の要旨

Herpes virus entry mediator (HVEM ）は、単純ヘルベスウィルスが細胞内に侵入するため

の receptor として発見され、近年は臆療における発現が注目されている。本研究では、

ヒト大腸癌肝転移における HVEM 発現の意義について検討している。

2004 年～2014 年に当院消化器外科にて大腸癌肝転移に対して肝切除を施行した 103

症例の切除検体を用いて、ヒト HVEM および CD4 、CDS 、CD45RO の免疫組織学的染色

を行い、 HVEM 高発現群、低発現群の 2 群に分類し、臨床病理学的因子や予後との関連

を統計学的に検討した。その結果、 HVEM 高発現群では、 CDS および CD45RO 陽性リ

ンパ球の浸潤が有意に低下していた。また、全生存期間の比較では、 HVEM 高発現群は

有意に予後不良であり、多変量解析で、独立予後不良因子であることが判明した。

本研究は、 HVEM 発現が大腸癌肝転移の腫虜免疫において重要な役割を果たしている

可能性を示唆しており、今後、大腸癌肝転移の新規予後予測マーカー、治療標的として

臨床応用が期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。

令手口元年 11 月 12 日

学位審査委員長

皮膚病態医学

教授 浅田秀夫

学位審査委員

免疫学

教授 伊藤利洋

学位審査委員（指導教員）

消化器機能制御医学

教授 庄雅之


	content_ページ_3
	content_ページ_4
	content_ページ_5
	content_ページ_6
	content_ページ_7

